

































は 53 文字（74.6％）、1988 年の調査では 65.9 文字（92.8
％）、2014 年の調査では 64.9 文字（91.4％）であった。
清音と撥音の 46 文字に限ってみれば、1967 年の調査で
は 36.8 文字（80％）、1988 年の調査では 43.8 文字（95.2
％）、2014 年の調査では 43.4 文字（94.3％）であった。













































（1972）の調査でも、仮名文字を 21 ～ 59 字読むことが














































































　Ramus et al. （2003） は、発達性 dyslexia のある大学
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生に、音韻、聴覚、視覚、小脳における運動機能の検
査を行った結果、音韻障害が中核であったとしている。













デルの一つとして、図 1 に示す二重経路（Dual Route 

















































































































































































































































































年生の reading disorder を対象に reading 課題と non-
reading課題において眼球運動軌跡を測定して検討した。
その結果、衝動性眼球運動障害が reading disorder の原
因と示唆されたことから、文字 ･ 単語レベルでの読みに
障害を示すディスレクシアと、眼球運動などのその他の


































献情報 ･ 学術情報検索サービス CiNii Articles を使用し
て選定した。特別支援教育が本格的に開始された 2007
年度における事例研究が発表されたであろう 2008 年～






− 14 − − 15 −
読みに困難のあることが分かり、支援が開始された事例
は 31 例であった。児童は地域の小学校に通い、事例５
と 23 は特別支援学級に在籍した。性別は事例８～ 10、













宇野，2017）及び WISC- Ⅳの CHC 理論６）による臨床ク
ラスター、K-ABC Ⅱの CHC 処理過程を参考として検
討した。音韻処理は、音読・音韻処理能力簡易スクリ
ーニング検査（ELC）から、ＷＭは WISC- Ⅲの注意記
憶（FD）、WISC- ⅣのＷＭ（WMI）、K-ABC と K-ABC
Ⅱの継時処理、視覚認知は WISC- Ⅲ及び WISC- Ⅳの
積木模様、不明の場合は WISC- Ⅲの知覚統合（PO）、
WISC- Ⅳ の 知 覚 推 理（PRI）、K-ABC と K-ABC Ⅱ の
同時処理、フロスティッグ視知覚発達検査（DTVP）、
Rey-Osterrieth Complex Figure Test（ROCFT）か
ら、語彙は WISC- Ⅲの単語、WISC- Ⅳの単語・語の推













著者年 学年 検査時点年　　齢 主な検査結果
読みに関する能力






WISC- Ⅲ − − − −










視覚 図形 位置 空間 形




WISC- Ⅲ − − ＋ ＋













認知 継時 同時 　 習得度
85 76 95 　 65
８歳７か月
WISC- Ⅲ
FIQ VC PO FD PS




認知 継時 同時 　 習得度





DN-CAS − − ＋ −




81 83 105 91 66
　
４ 年長 ５歳７か月
DN-CAS − − ＋ ＋





82 79 104 95 68
　
文献レビューによる読み困難のメカニズムと幼児・児童にみられる特徴
− 16 − − 17 −
５ 坂野（2011）年長 ６歳９か月
WISC- Ⅲ 　 − − −






88 95 87 73 94
K-ABC
認知 継時 同時 　 習得度
77 80 78 　 76
ITPA
生活年齢 　 学習年齢
6 歳 9 か月 5 歳 7 か月
PVT
生活年齢 　 語彙年齢
6 歳 9 か月 5 歳 6 か月
DTVP
空間関係の躓きあり
６ 上村他 （2009）1 年
６歳３か月
WISC- Ⅲ − ＋ ＋ −











認知 継時 同時 　 習得度




5 年生 8 歳
7 柳田他 （2013）1 年 不明
WISC- Ⅲ − − − 　 −


















９ 1 年 ７歳






10 1 年 不明





11 各務 （2016）1 年 − −





1 年 − −
− 　 　 　 　
形の似た字の弁別が難しく、雰囲気で読む。逐次読み。拗音のデコーディングが
不十分。
13 1 年 − −
− 　 　 　 　
形の似た文字の読み誤りがある。前後の文字につられて間違う。拗音を含む単語
を読んでから、その単語に気づく。逐次読み。拗音のデコーディングが未定着。
14 1 年 − −







WISC- Ⅳ − − − ＋









全検査 プラン 同時 注意 継時
86 81 89 85 104
DTVP
視覚 図形 恒常 位置 空間
5 8 6 10 10
16 福田 （2018）1 年
不明
WISC- Ⅳ − − ＋ 　





92 99 95 76 102
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17 石塚他 （2018）1 年
６歳０か月
WISC- Ⅳ − ＋ ＋ ＋ −











6 歳 4 か月 7 歳 2 か月
18 山村他 （2016）1 年 − −
− − − − 　
読み速度が遅く、内容理解も困難。記憶している言葉と文字とを結び付ける力、
言葉の意味理解や記憶面での弱さがある。
19 岩山（2019）1 年 ８歳１か月
WISC- Ⅳ − ＋ − −
FSIQ VCI PRI WMI PSI
言葉の表出が少ない。空間的な視覚処理や視覚性 WM の苦手さがある。言語発
達に課題がある。
83 78 89 88 91
＊単語８　積木模様５
K-ABC Ⅱ
認知 継時 同時 計画 学習
87 94 103 71 97
習得度 語彙 読み 書き 算数
71 84 65 61 79
20 氏家 （2019）1 年 ７歳６か月
WISC- Ⅳ − − − −






69 84 65 76 76
K-ABC Ⅱ
習得度 語彙 読み 書き 算数
66 65 65 − 76
DTVP
視覚 図形 位置 空間 形
7 10 5 8 9
21 山下他 （2019）1 年
７歳７か月
WISC- Ⅳ − − ＋ ＋
FSIQ VCI PRI WMI PSI
絵本の読み聞かせに興味がない。自分の名前はまとまりとして理解。文字と音の
マッチングはできない。聴覚的短期記憶と長期記憶と検索に弱さがある。
２年：表記と音が対応したのは３文字（か ･ た ･ る）。
（自閉症）
85 90 95 79 86
７歳８か月
K-ABC Ⅱ
認知 継時 同時 計画 学習
74 65 84 96 79
習得度 語彙 読み 書き 算数




7 歳 7 か月 7 歳 3 か月
22 少徳 （2015）２年
不明











23 横山他 （2015）２年 ７歳９か月
WISC- Ⅲ − − − − 　





60 61 72 65 78
K-ABC
認知 継時 同時 　 習得度
71 68 76 　 79
24 山崎 （2016）２年 不明
WISC- Ⅲ − − ＋ 　 　





96 100 97 79 100
K-ABC
認知 継時 同時 　 習得度






WISC- Ⅳ − − ＋ ＋










WISC- Ⅳ − − ＋ −































WISC- Ⅲや WISC- Ⅳの言語理解（VC と VIC）は低い
評価になると考えられる。これに該当する事例は１、
































WISC- Ⅲ − − − −




76 76 82 82 94
　
28 坪内他 （2020）2 年 ７歳10か月
PVT-R 　 　 　 − 　






WISC- Ⅲ − − − −








WISC- Ⅲ − − ＋ −




93 　 85 104
　 ＊国語テスト（言葉の観点）5/50
31 坂本他（2014）3 年 ８歳11か月
WISC- Ⅲ − − − −






67 71 72 71 80
＊単語が特に低い
K-ABC
認知 継時 同時 　 習得度
75 76 78 　 72
注：読みに関する能力は、年齢の平均相当 ( 年齢の平均域 ) は＋、低い ( １SD 低い値 ) と推定されるものは−で示し、不明の場合は空欄とした。
DTVP や ROCFT 等の検査は各能力の詳細な検査と位置づけ、顕著な事項は心理検査の結果よりも優先した。
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A Literature Review on the Mechanism of Reading Disorders and 
the Features Detected in Early Childhood
Naomi Miyamoto
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate School
　The present study reviewed the literature about the factors caused reading disorders for the 
Japanese children and examined them based on a dual-route cascaded model. Reading ability is 
affected by six constituent abilities: Phonological processing, working memory, sight recognition, 
automation, ocular movement, and vocabulary. Children who have difficulty in the acquisition of 
reading may have deficits in one or more of these areas. Some children with weaknesses in multiple 
abilities have more pronounced reading difficulties than others. Of the six abilities, most children 
have deficits in phonological processing, which appears to be largely related to reading. However, 
children with weaknesses in working memory, sight recognition, and vocabulary also have reading 
challenges. Since multiple skills are involved in reading, children’s reading difficulties also differ 
depending on each ability’s degree of interrelationship. For some children with weaknesses 
in more than one area, reading difficulties may be more pronounced. While reading disorders 
may be captured by the criteria for attention deficit hyperactivity disorder (ADHD) or autism 
spectrum disorder during early childhood education, children with a reading disorder alone may be 
overlooked. Early detection and appropriate support for each individual's educational needs in early 
childhood are desirable.
Key words：early childhood, reading disorder, decoding skill
